
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1186   2021 年 8 月 22 日 

牧師  山本護      奏楽 山本恵美     第一部礼拝  司式  青柳均     9:30~10:30 

※讃美歌は二番までうたいます            第二部礼拝   司式  辻りち子   11:00~12:00                                                            

前  奏 黙想 

讃 美 歌  9 ちからの主を 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 ゼカリヤ書 11:17 

   マタイによる福音書10:34~39 

讃 美 歌 434 みかみを父と 

説  教 『 平和ではなく剣なのか 』 

祈  禱 

讃 美 歌  239 さまよう人々 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 540 みめぐみあふるる 

祝  禱   後  奏        

 8 月に入ってから「平和」の御言葉を 3 度続けて聞いた。キリストの平和のことならもっと聞きた

いが、それが注がれる人間の器は欠けもあるし劣化しやすい。だから今日は、私という「鉢」で御言

葉を受けるのではなく、この鉢を御言葉の流れに浮かべてみよう。どこへ流れているかは分らないが。 

「わたしが来たのは地上に平和をもたらすためだ、と思ってはならない。平和ではなく、剣をもた

らすために来たのだ(ﾏﾀｲ 10:34)」。「剣」とは何か。「神の言葉は生きており、力を発揮し、どんな両刃

の剣よりも鋭く～心の思いや考えを見分けることができる(ﾍﾌﾞﾗｲ 4:12)」。剣は、神の言葉。そして「人

と父を、娘と母を、嫁と姑(ﾏﾀｲ 10:35)」を鋭く切り分ける。人が父に従い、娘が母に従い、嫁が姑に

従うことが社会の仕組みであり秩序であった。だが一人ひとり「心の思いや考え(ﾍﾌﾞﾗｲ 4:12)」は異な

っている。それどころか「精神と霊(4:12)」まで、つまり神への信仰まで、各々に切り分けられる。 

「こうして、自分の家族の者が敵となる(ﾏﾀｲ 10:36)」。イエスは、なんと剣呑な事を言うのか。世は

厳しくても、家族は自分の味方であるはず、なのに。そういった側面もあろう。しかし、そんな家族

の中に「安寧のための抑圧」が潜んではいまいか。もっとも安心できる他者であるゆえ、かえって私

を抑圧してはいないか。私たちが従うのは、頼もしい父ではない、優しい母ではない、手本としての

姑ではない。堅牢な家族を切り分け、イエスはさらに、その人自身に対しても「剣をもたらす(10:34)」。 

「自分の命を得ようとする者は、それを失い、わたしのために命を失う者は、かえってそれを得る

のである(10:39)」。家族内の抑圧は分かりやすいが、やっかいなのは己自身への抑圧。「自分の命を得

ようとする」とは、探究や冒険への衝動ではなく、嫉妬や競争心にふり回される自分。「わたしのため

に命を失う」とはそのまま「自分の十字架を担ってキリストに従う(10:38)」こと。そのことこそ、人

間にとっての真実なのだ。真実ではない偽りが「剣」で断裁されることは、痛みを伴う恵みであろう。 

「自分の十字架を担う」とは何か。浅くは、自分の可能性や状況に誠実であること、と読めよう。

だがその底で、キリストの十字架を「自分の十字架」として感じたい。「わたしたちすべてのために、

その御子をさえ惜しまず死に渡された方は、御子と一緒にすべてのものをわたしたちに賜らないはず

があろうか(ﾛﾏ 8:32)」。私のために「死に渡された御子」の十字架は、私が存在することの根拠だ。 

私が今ここに在るのは、御子を死に渡しても、私を「私自身(私の十字架)」とさせようとしている

神の愛による。神の永遠に結びついた「私の十字架」を、家族や自我の「安寧」が声高に覆い隠す。

キリストは、覆い隠された人間の真実を「剣」で切り分けて、一人ひとりを己が十字架へ解き放つ。 

「災いだ。羊を見捨てる無用の羊飼いたちは。剣が、その腕と右の目に差し向けられる。その腕は

力を失い、右の目はかすむ(ｾﾞｶﾘﾔ 11:17)」。政治のことか、社会のことか、教会のことなのか。剣とは

新たな創造。「良い羊飼いは羊のために命を捨てる(ﾖﾊﾈ 10:11)」。剣で覆いは断裁され、「十字架の羊飼

い(10:11)」を見つける。羊(私)のために命を捨てるその羊飼いに従う場に、真の平和が現れる。 

平和や平等を高らかに唱える そうしていれば誰からも文句を言われず ほどよい隠れ場となろう 

その調子で自分自身からも隠れていないか 祈りで神の御前にそのまま出る 隠しようがない姿で 

コロナ感染が山梨でも危うくなって来、礼拝では最大限換気をして「三密」回避を心がけています。

さらなる提案などがありましたらお願いします。ピースツリーへの平和メッセージ書いて下さい。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


